
PSQL v12 SP1 既知の問題
 － 一般リ リース － 2016 年 7 月

PSQL v12 Service Pack 1 （build 12.10.067） には、 リ リ ース時に以下の既知の問題があり ました。 以前のリ リ ース

と 比較して修正さ れた不具合および機能強化については、 エージーテッ ク  Web サイト で PSQL v12 修正履歴を参

照してく ださ い。 

また、 PSQL v12 の今回のリ リ ースや以前のリ リ ースのリ リ ース  ノ ート 、 および修正プロ グラ ムのリ リ ース  ノ ー

ト を ご覧になり 、 広範な修正や機能強化を確認さ れるこ と をお勧めしま す。 いく つかは、 こ こ に記載さ れている

問題に対処している可能性があり ま す。 

問題はそれぞれ、 次の各見出しセクショ ンに基づいてグループ分けさ れていま す。 こ れらは日付の新し い順に記

載さ れていま す。 

ク ライアント  リク エスター / 通信

ドキュメ ント

国際化

追跡番号 説明

59491 PSQL 自動再接続 （PARC） は NetBIOS プロト コ ルのみが設定さ れている場合、 再接続しません。

57586 ク ラ イアント と サーバー間の通信セッ ショ ンが無効な場合に、 ステータス  170 が返さ れま す。

57018 PCC は、 ［スペースを含むフ ァイ ル/ ディ レク ト リ 名］ 設定に "Windows 32 ビッ ト のみ " と 誤って示

していま す。

追跡番号 説明

58262 Visual Basic プロジェク ト に ActiveX コ ント ロールを追加するための説明が適切ではあり ません。

追跡番号 説明

57338 DTI の PvModifyDatabase() 関数を使用して、データベースと 小文字の非 ASCII 文字をバイン ドできま

せん。

ク ラ イアント  リ ク エスター / 通信

ドキュ メ ント

国際化

インスト ール

MicroKernel エンジン

サービス

SQL

各種ユーティ リ ティ

ActiveX

ADO.NET

Btrieve

DTI

DTO

JCL

JDBC

OLEDB

PDAC
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インスト ール

追跡番号 説明

PSQL-4122 DX 5.10 が PSQL v11 SP3 と 共にインスト ールさ れている場合、 PSQL にパッ チを適用していないと

PSQL v12 へアッ プグレードできません。

PSQL v11 SP3 と 一緒に DX 5.10 がインスト ールさ れて いると き には、 PSQL が最低でも  11.31.055
（Update 14 以上） になるよ うにパッ チが適用さ れていないと 、 その PSQL を  PSQL v12 または PSQL
v12 SP1 へアッ プグレードするこ と ができません。

回避策 ： PSQL v12 または PSQL v12 SP1 のインスト ールを開始する前に、 手動で PSQL v11 SP3 から

11.31.055 （Update 14） 以上へ更新してく ださ い。

PSQL-3916 Windows 10 における不具合のため、 ［スタート ］ メ ニュー > ［設定］ > ［システ ム］ > ［アプリ と 機

能］ で PSQL を アンインスト ールするこ と ができません。 こ れをし よ うと すると 、 「インスト ールの

ロ グ フ ァイ ルを開く と きに、 エラーが発生しました。 指定さ れたロ グ フ ァイ ルの場所が存在し、 書

き込み可能であるこ と を確認してく ださ い。」 と いうエラーが返さ れま す。 

この事象は確認さ れており 、Windows 10.0.14295（2016 年 3 月 25 日リ リ ース）以降では発生しません。

PSQL-3035 OS X の場合、 PSQL Server または Vx Server が DMG を使用して インスト ールさ れ、 かつ、 フ ァイア

ウォールが有効になっていると 、 インスト ール時に、 MKDED が外部からのネッ ト ワーク接続を受け

入れられるよ うにするかど うかを尋ねるダイアロ グが表示さ れま す。［許可］をク リ ッ ク すると 、フ ァ

イアウォールが適切に設定さ れま す。 ［拒否］ をク リ ッ ク した場合、 外部からの接続を可能にするに

は、 フ ァイアウォール設定を開き、 それらの接続を手動で有効にする必要があり ま す。 

59717 v10 からのアッ プデート  インスト ール後にアンインスト ールを行 うと 、いく つかのフ ァイ ルが残り ま

す。

59667 MFC.DLL/MFCU.DLL が PSQL インスト ール フォ ルダーから読み込ま れるたびに、アプリ ケーショ ン

イベント  ロ グに "SideBySide" エラーが記録さ れま すが、 機能上の副作用はあり ません。 Microsoft は
http://social.msdn.microsoft.com/forums/ja-JP/vcgeneral/thread/3b69bdfc-a1cf-4af8-a2cc-d5c7ba362fdb でバ

グと して説明していま す。 MFC.DLL および MFCU.DLL が依存している "Microsoft.VC80.MFCLOC"
のバージョ ンが、 VS2005 SP1 に付属する MFC ロ ケー ル アセンブリ の実際のバージョ ンの

"8.0.50727.762" ではなく 、 バージョ ン "8.0.50608.0" であると 間違って明示さ れま す。

58626 Linux x64 ク ラ イアント のアンインスト ールは、 .../psql/bin フォ ルダーを削除しません。

58427 Windows 7 で、 128 バイト より長いインスト ール先パスを使用してカスタ ム インスト ールを行 うと 、

MicroKernel がク ラッ シュしま す。

58420 サービスが開始さ れた後、 インスト ールのキャ ンセル ロールバッ クを呼び出すと 正し く ロールバッ

ク しません。

58355 Vista 64 ビッ ト 上では、 v10 SP1 の更新インスト ールに時間がかかり ま す。

58102 PSQL サーバーのインスト ールは、 以前のバージョ ンのカスタ ム構成さ れた  WGE サービスの実行を

検出できません。

58045 PSQL のアンインスト ールは、 システ ム上で保留になっている再起動をチェッ ク しません。

58042 EclipRCP.cab フ ァイ ルが存在しないと 、 コマン ド  ラ インからの修復が失敗しま す。

56496 v9 から  v12 へアッ プグレードを行 うと 、 v9 用の環境変数がク リ アさ れません。

56300 ク ラ イアント では使用でき ない bdu コマンド  ラ イン ユーティ リ ティ が、 PSQL v12 Client によって イ

ンスト ールさ れま す。

56018 インスト ールは、 PDAC SDK を アンインスト ールするよ うに要求しません。

55932 ハイ コ ント ラスト 設定の場合、 インスト ーラーのよ うこそ画面と 完了画面のテキスト が読みづらく

なり ま す。
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MicroKernel エンジン

サービス

55692 PSQL アプリ ケーショ ンおよびサービスは、Windows Vista 以降のシステ ムでは再起動マネージャーに

登録さ れません。

55591 インスト ール後、 インスト ール時に無効にした機能が ［プロ グラ ムの追加と 削除］ または ［プロ グラ

ムのアンインスト ール］ の ［変更］ オプショ ンに表示さ れま す。

追跡番号 説明

56059 ブランク  データ  ページによって、 ク エリ のパフォーマンスが低下しま す。

回避策 ： フ ァイ ルを最適化してブランク  ページを削減または除去してく ださ い。

56363 Windows Vista または Windows 2008 で 2 つの異なるシンボリ ッ ク  リ ンクを使用してフ ァイ ルにアク

セスすると 、 ステータス  85 （フ ァイ ルはロッ ク さ れている） になり ま す。 

2 つのアプリ ケーショ ンが 2 つの異なるシンボリ ッ ク  リ ンクを使用してフ ァイ ルにアク セスした場

合、 2 番目に開いたアプリ ケーショ ンはステータス  85 （フ ァイ ル ロッ ク ） になり ま す。たと えば、一

方のアプリ ケーショ ンが C:\ProgramData\Actian\PSQL\Demodata\Class.mkd を開き、 も う一方のアプ

リ ケーショ ンが C:\Users\All Users\Actian\PSQL\Demodata\Class.mkd を開いた場合、データベース  エ
ンジンからステータス  85 が返さ れま す。 

回避策 ： フ ァイ ルを開いてアク セスする際、 どちらにも同じパスを使用しま す。

58003 システ ム キー （インデッ ク ス  125） の B_GET_EQUAL オペレーショ ンは、 8 バイト しか渡さ れなく

ても 、 入力キー バッ フ ァーの 244 バイト をコ ピーしま す。 他のインデッ ク スではこの問題は発生し

ません。

58439 システ ム エラー 604.0.23 （I/O エラー） はフ ァイ ル名が記録さ れません。

58686 大き なシステ ム ト ランザクショ ンで MicroKernel がハングしま す。

回避策 ： 多数のより小さ いト ランザクショ ンをコ ミ ッ ト しま す。

58720 MKDE は、 フ ァイ ルがバッ ク アッ プ ソ フト ウェアによって読み取られていると き、 フ ァイ ルを読み

取り専用で開きま す。

58906 ロール フォ ワードは、 ク ラ イアント によって排他モードで開かれたフ ァイ ルでエラー 88 で失敗しま

す。

60786 Windows パフォーマンス  モニターの ［Waits on Page and Record Locks］ カ ウンターで、レコードのロッ

ク数が正しく カウント さ れません。

61173 Windows パフォーマンス  モニターの ［Waits on File Locks］ カ ウンターで、 フ ァイ ルのロッ ク数が正

しく カウント さ れません。

61283 通信スレッ ド数が 256 より大き い数値に設定さ れていると 、 すべてのリ モート 通信が失敗しま す。

追跡番号 説明

55946 データ  パスを  150 文字まで設定すると 、 PSQL サービスは開始できません。

追跡番号 説明
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 SQL

追跡番号 説明

PSQL-4090 EXISTS または IN または ANY/ALL を使用した相関ク エリ では誤った結果が生じま す。

PSQL-4084 UTF-8 形式と  DBEnc 形式が混在しているスト アド  プロシージャを実行すると 、エンジンから  エラー

-5099 が返さ れま す。

PSQL-4075 列名が UTF-8 形式であると きに、 CP932 形式の列名を必要と するスト アド  プロシージャを呼び出そ

うと すると エンジンが応答を停止しま す。 最初の呼び出しで、 エンジンは列を見つけるこ と ができ

ず、" 更新対象の列が、更新可能なカーソ ルと 関連付けられた ビュー内に現れません。" と いうエラー

が返さ れま す。 2 番目の呼び出しで、 エンジンは応答を停止しま す。

PSQL-3956 TOP 句を使った相関サブク エリ は、誤った結果を返すこ と があり ま す。現在、この問題を解決するた

めの修正プロ グラ ムが進行中です。

60361 あるデータベースに対する ALTER TABLE 操作が、 別のデータベースの SELECT ク エリ に干渉しま

す。

59543 ビューを保存すると 、 ユーザーによって指定さ れた列名が失われま す。

58630 MS Access 2007 から  " レコードが大き すぎま す " エラーが返る場合があり ま す。

58404 データベースを削除して再作成する場合、 以前に作成した DDF が存在していると 、 データベースの

再作成が失敗する場合があり ま す。

57385 SQLForeignKeys() は、 ヌ ル ポインターの不正使用に HY009 ではなく  HY000 を返しま す。

57372 リ レーショ ナル エンジンは国際的な文字を大文字に変換しま す。

57362 UTF8 データベースを  ODBC 変換する際に空白の埋め込みが調整さ れません。

57345 SQL エンジンはインデッ ク ス定義を既存の Btrieve キーと 一致させません。

57330 オーナー ネームに 24 文字を超える値を設定すると 、 間違ったメ ッ セージが返さ れま す。

57216 データベース  コード  ページ設定の変更は、 すべての接続を閉じ るまで有効になり ません。

57076 異なるエンコードのク ロス  データベースから引き出さ れたデータは破損していま す。

56111 GRANT LOGIN ク エリ に 128 バイト を超えるパス ワードを指定した場合、 v2 メ タデータを含んでい

るデータベース （注意 ： v2 メ タデータのパス ワードの最大長は 128 バイト です） に対するユーザー

の作成 / ロ グインは成功しま すが、 パス ワードは 128 バイト に切り詰められて  X$User システ ム テー

ブルに保存さ れま す。

56108 Linux で 129 バイト 以上のパス ワードを持つユーザーを作成すると 、 エンジンがク ラッ シュしま す。

55807 DROP DATABASE はユーザー セッ ショ ンを無効にしま す。 別のデータベースへ切り替えよ うと して

も失敗しま す。

55768 バウンド  データベースの保護は、 既存のフ ァイ ルを正確にスタ ンプしません。

54781 Print ステート メ ント を含むスト アド  プロシージャまたはその他の GUI ツール （ODBC テスト など）

を  PCC 内で実行すると 、 ツールがハングしま す。

回避策 ： PSQL リ レーショ ナル エンジンのサービス  プロパティ を ［デスク ト ッ プと の対話をサービ

スに許可］ に変更しま す。 このオプショ ンは、 サービスの ［プロパティ ］ 画面の ［ロ グオン］ ペイン

で設定できま す。
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各種ユーティ リティ

追跡番号 説明

PSQL-2977 PSQL コマン ド  ラ イン ユーティ リ ティ を実行し よ うと すると 、 それらが見つからないと のエラーで

実行に失敗しま す。 こ れは、 ユーティ リ ティ のコマンド  プロンプト  ウィ ン ド ウに対応するシステ ム

環境変数が PSQL インスト ール時に更新さ れなかったこ と が原因です。

Microsoft では、サポート 情報記事 3166232 でこの Windows 10 における問題を次のよ うに説明（英語）

していま す。

After you install a Windows Installer package that updates a system environment variable in Windows 10, you
find that although the system environment variable is updated in the elevated Command Prompt window, it isn't
updated in the standard Command Prompt window. （Windows 10 でシステ ム環境変数を更新する Windows
インスト ーラー パッ ケージを インスト ール後、 システ ム環境変数が管理者特権でのコマンド  プロン

プト  ウィ ン ド ウでは更新さ れているが、 標準コマン ド  プロ ンプト  ウィ ン ド ウでは更新さ れていな

い。）

回避策 ： PSQL 12.10 のインスト ール後にロ グアウト してからロ グインし直すか、 または Windows 10
システ ムを再起動しま す。

61587 PCC は、 PCOMPRESS、 DATEPART、 SOUNDEX などの、 新し い PSQL のキーワードを強調表示しま

せん。

61546 autoincrement フィ ールドがゼロの場合、 フ ァイ ルを リ ビルドすると 、 最大行数が 1 加算さ れま す。

60400 DDF Builder の ［テーブルの確認］ は、 コレーティ ング シーケンスが設定さ れたテーブルに対してエ

ラーを返しま す。

60108 TIMESTAMP および DATETIME の値 '1900-01-01' は、 PCC では '0000-00-00 00:00:00.000' と 表示さ れ

ま す。

59952 PCC のテーブルの編集の ［SQL ビュー］ では、 CREATE INDEX ステート メ ント がキー順ではなく ア

ルフ ァベッ ト 順になっていま す。

59852 DDF Builder は、 検出でき ない Btrieve フ ァイ ルを 「SQL テーブル」 に表示しません。

59539 Function Executor のオーナー ネー ムのク リ アは、正し いオーナー ネー ムが提供さ れても  " 不正なオー

ナー ネー ム " メ ッ セージを返すこ と があり ま す。 

回避策： オーナー ネー ムを指定してフ ァイ ルを開いてから、オーナー ネー ムをク リ アしてく ださ い。

59131 Function Executor は RESET オペレーショ ンを発行後、 " 読み込み違反 " 例外が発生する場合があり ま

す。

59092 PCC 接続エンコードが 「自動変換」 になっている場合、 Linux 上で許可さ れる文字列の長さが間違っ

て計算さ れま す。

58938 PCC は、 サポート  プロト コ ルの設定を正確に反映しない場合があり ま す。

58738 RBLDCLI は、 ク ラ イアント から リ モート  フ ァイ ルを扱えません。

58611 DDF Builder の ［テーブルの確認］ は、 LONGVARCHAR 列を警告と 見なしま す。

58602 製品キーを認証解除すると き、CLI の License Administrator は誤った  7317 エラーを返す場合があり ま

す。

58545 XIOStats の " （CSV） フ ァイ ルを開く " のエラー メ ッ セージは、 日本語システ ム上でも英語で表示さ

れま す。

58543 エンコードを設定すると 、 PCC がク ラッ シュ する場合があり ま す。

58524 DDF Builder はディ レク ト リ が存在しない場合、 デフォ ルト のオプショ ンまたは推奨さ れるオプショ

ンで新し いデータベースを作成できません。

58493 DDF Builder プラグインに関する署名情報の表示は、 日本語システ ム上でも英語で表示さ れま す。
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58379 PCC の ［フ ァイ ルを開く ］ ダイアロ グ ボッ ク スのフ ァイ ルの種類が正しく あり ません。

58341 PCC は、 記述が不十分なスト アド  プロシージャの実行によって導入さ れた無限ループを停止できま

せん。

58303 w64clilcadm はローカ ル エンジンが存在し ない場合 （client64 がインスト ー ルさ れて いる場合） 、

clilcadm と 異なるメ ッ セージを表示しま す。

58287 DDF Builder は SUSE 11 上でロ グ フ ァイ ルを開けません。

58268 CLI の License Administrator はユーザー名と パス ワードなしで別のサーバーに接続できま すが、 GUI
の License Administrator ではできません。

58237 clilcadm.exe からの呼び出しでエンジンが開始しません。

58197 ト リ ガーで ORDER を指定すると 、 実行が無視さ れる場合があり ま す。

58173 DateTime のプレ ビューはミ リ 秒値を表示しません。

58171 bcfg の ［最小の状態に戻す待ち時間］ の範囲の説明が間違っていま す。

58150 PCC GUI は数値データ型の小数位の入力時、 精度より入力範囲のみをチェッ ク しま す。

57418 64 ビッ ト  Linux サーバーが Unix 認証であると き、 Windows ク ラ イアント の Monitor でユーザー情報

などが文字化けしていま す。

57414 PCC で、 セキュ リ ティ で保護さ れたデータベース内のテーブルのプロパティ を表示させると 、 "20 ：

セッ ショ ンのセキュ リ ティ  エラー " が表示さ れま す。

57390 PCC で行の追加後のグリ ッ ドのリ フレッ シュでエラーが発生しま す。

57343 DDF Builder を使用して  Btrieve スキーマを リ モート にインポート する際に問題が発生しま す。

57335 DDF Builder はデータベース  チェッ ク中に、 オーナー ネー ムを持つテーブルのオーナー ネー ムを、

キャ ンセル操作しても何度も要求しま す。

57334 butil @commandfile では引用符で囲ま れたパスを正しく 使用できません。

57310 SuSE 10.1 で、 PCC は "line4: 5502 異常終了 " と いう メ ッ セージにより終了しま す。 こ れは SuSE 10.1
GTK コ ント ロールで既知のシステ ムの問題です。

57271 DDF Builder を使用してリ モート  マシンから  Btrieve スキーマをエク スポート するこ と ができません。

回避策 ： ローカ ルでスキーマをエク スポート しま す。

57265 Linux サーバーにアク セスするリ モート の Windows DDF Builder は、 エク ステンショ ン フ ァイ ルを持

つ大き なフ ァイ ルを表示できません。

57257 グリ ッ ドにデータを読み込む際に表示さ れる進行状況ダイアロ グでは ［キャ ンセル］ ボタ ンが使用で

きません。

57255 Windows DDF Builder はリ モート  Linux サーバー上の 5x フ ァイ ルを認識しません。

57230 PCC でビューを作成した直後にはそのビューを実行できません。

57210 Linux では、PCC の［すべての SQL ステート メ ント を実行する］へのホッ ト  キー F10 は機能しません。

57111 DDF Builder は demodata に対して  Btrieve スキーマを リ モート にインポート しません。

57093 テーブル定義エディ ターのヘルプ リ ンクはエラー ダイアロ グを表示しま す。

追跡番号 説明
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57088 DDF Builder は、 1 つの複数セグメ ント  キーを持つフ ァイ ルで定義を作成し よ うと しても エラーを表

示しません。

57077 DDF Builder は GUID のプレ ビュー値を表示しません。

57070 仮想環境で DDF Builder を使用すると 、 SQL インデッ ク スのペインが非常に小さ く 、ほと んど見えま

せん。

57056 Btrieve フ ァイ ル/ キー仕様の作成ページはスク ロールしません。

56878 PCC でいったん照合順序 （コレーティ ング シーケンス） を指定すると 、 削除するこ と ができません。

56857 Linux 上の PCC で 1 つの列を選択すると 、グリ ッ ドは列のデータの幅ではなく グリ ッ ド全体のスペー

スを使用しま す。

56855 ロ グイン名 "Master" が Linux 上の PCC では Windows のよ うに表示さ れません。

56842 CNVDDF.exe はステータス  357 を返して辞書を変換しません。

56779 PCC は、 Linux 上の FedoraCore8 で新規テーブルの追加時にク ラッ シュしま す。

こ れは、 Sun の JRE における既知のバグに起因しま す。

回避策 ： 次のコマンドを使用していく つかの機能をオフにしま す。

sed -i 's/XINERAMA/FAKEEXTN/g' $JAVA_HOME/lib/i386/xawt/libmawt.so 

56681 64 ビッ ト  Linux で DDF Builder プラグインを起動すると 内部エラーになり ま す。

56634 DDF Builder はセグメ ント がオーバーラッ プしているフ ァイ ルに不正な定義を作成しま す。

56633 DDF Builder では 119 を超えるインデッ ク スを持つフ ァイ ルを保存するこ と ができません。

56490 Rebuild GUI ユーティ リ ティ のキャ ンセルが機能しません。

56051 PCC で、保護さ れたデータベースの ［バウン ド］ プロパティ を設定すると 、一般エラーが発生しま す。

55960 DDF Builder は、別のプロセスがエク スク ルーシブ モードで開いたままのフ ァイ ルを開こ うと すると

きにエラーを受け取り ま す。

回避策 ： 別のプロセスがフ ァイ ルをエク スク ルーシブ モードで開いていないこ と を確認しま す。

55396 PSA の " ロード済み PSQL モジュールを表示する " 機能は 64 ビッ ト  PSQL コ ンポーネント を リ スト

しません。

55321 PCC のグリ ッ ドは非常に多く のフィ ールドを持つテーブルを表示できません。

回避策 ： ビューまたは SELECT ステート メ ント を使用して、 グリ ッ ドに表示するフィ ールド数を制

限しま す。

54990 VNC （仮想ネッ ト ワーク  コ ンピューティ ング） セッ ショ ンで PCC のいく つかの構成設定が失われま

す。

回避策 ： データベース  エンジンを構成するには、 そのエンジンのコ ンソールで PCC を直接使用する

か、 VNC 以外のリ モート  デスクト ッ プ ルールを使用しま す。

54785 BDU ユーティ リ ティ は、 セキュ リ ティ で保護さ れたデータベースのパス ワードが 111 文字を超える

場合には失敗しま す。

追跡番号 説明
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ソ フト ウェ ア開発キッ ト （SDK）

ActiveX 

ADO.NET

Btrieve

54446 DDF Builder では ISR （インターナショ ナル ソート 規則） を使用するフ ァイ ルのテーブル定義の作成

ができません。 DDF Builder は現在警告を出しません。 

データ  フ ァイ ルが ISR を使用しているかど うかを判定するには ：

キーに ACS フラグの 1 つがある場合は、 その ACS の 265 バイト を調べま す。 

シグネチャ  バイト が 0xAC の場合は、 ユーザー定義 ACS です。

シグネチャ  バイト が 0xAD の場合は、 ロケール固有の ACS です。

シグネチャ  バイト が 0xAE の場合は、 ISR です。

54434 PCC SQL Editor のテキスト  モードは、 1 つのビューの詳細しか表示しません。

追跡番号 説明

53785 ActiveX は DateTime データ型をサポート しません。

53784 ActiveX は GUID/UNIQUEIDENTIFIER データ型をサポート しません。

53378 ActiveX は BigInt 値の全部の範囲をサポート しません。

53342 ActiveX コ ント ロールは LONGVARCHAR 型フィ ールドを更新しません。 既存のデータを読み取り 、

フィ ールドの変更や、 更新 / 挿入を行 うと ステータスは成功を返しま すが、 フィ ールドは変更さ れて

いません。 

52379 DdfPath、 Location および Join ボタ ンはキーボードからは操作できません。

52378 リ モート ホスト の接続および切断の後でも、 VAccess プロパティ は前に接続していたデータベースの

テーブル名と 選択したフィ ールドを表示しま す。

追跡番号 説明

61748 ADO.NET プロバイダーでは、 タ イ ムスタ ンプ値を アプリ ケーショ ンで明示的に設定しないのであれ

ば、 初期化する必要があり ま す。

61747 ADO.NET をト レースするよ うに環境変数を設定しても、 ドキュ メ ント に記載さ れているよ うに動作

しません。

61746 PsqlCommand の IsLNASP プロパティ はパブリ ッ ク と 記述さ れていま すが、 プラ イベート でなければ

なり ません。

追跡番号 説明

59783 Btrieve オペレーショ ンで URI に @ 文字がない場合、Windows と  Linux で異なるステータス  コードが

返さ れま す。

追跡番号 説明
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DTI

DTO

JCL

JDBC

OLEDB

追跡番号 説明

55423 PvCopyDatabase() は、 参照整合性 （RI） が設定さ れているデータベースでは RI レベルに関係なく 機

能しません。 PvCopyDatabase API は RI 制約を持つテーブルを適切にコ ピーできません。 コピーさ れ

た  RI 制約を持つテーブルは、 開こ うと すると ステータス  73 を返しま す。

追跡番号 説明

52548 DTO は以下の機能を持ちません。 PvGetTableStat()、 データベースの Btrieve セキュ リ ティ  ポリ シーを

示すデータベース  フ ラ グ （P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION、

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION）。

52548 オブジ ェ ク ト  ブラ ウザーに DtoSession.Property （dtoAccessRights） 、 DtoSession.Property
（dtoConnectionType） 、 DtoLicenseMgr.Licenses コレクショ ンが表示さ れま すが、 本リ リ ースでは実装

さ れていません。

追跡番号 説明

61583 JCL は、 DTI と セキュ リ ティ で保護さ れたデータベースに対して同じ資格情報を使用しま す。そのた

め、 接続時に失敗し、 ステータス  コード  20 を返すこ と がよく あり ま す。

58323 JCL SDK パッ ケージに PVIDEODB の dbbackup フォ ルダーと 中身があり ません。

追跡番号 説明

57926 ESC 179802 ： JDBC は DATE、 TIME、 および TIMESTAMP を、 期待さ れる java.sql.Types 91、 92、 93
ではなく  java.sql.Types 9、 10、 および 11 と して返しま す。

56564 64 ビッ ト  バージョ ンの JRE で JDBC を使用すると 、 例外が返さ れま す。

追跡番号 説明

58146 PSQL OLEDB を使用する .NET アプリ ケーショ ンの実行中にメ モリ  リ ークが発生しま す。 

55994 PSQL OLEDB プロバイダーは " 混合 " モード  セキュ リ ティ が設定さ れたデータベースでは動作しま

せん。

回避策 ： MSDASQL プロバイダーを使用してく ださ い。
9
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PDAC

追跡番号 説明

59437 PDAC の PvTable は、 v2 メ タデータを使用するテーブルを リ スト すると 、 ステータス  12 を返しま す。

57363 PDAC は BIGINT データ型をサポート しません。

BIGINT データ型は 8 バ イト の整数です。 PDAC は BIGINT を  SQL_DECIMAL にマッ プし て、

SQL_C_CHAR 型と してデータを操作しま す。

48812 DefaultDB にセキュ リ ティ が設定さ れていると 、 PDAC はデータベースに接続できません。
10
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